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日頃より市民の皆様には、福生市議会及び正和会へのご理解、ご支援を
いただき誠にありがとうございます。今秋行われた市民文化祭や子どもた
ちの運動会など、生き生きとした市民の皆様の活動をとても喜ばしくまた
心強く思っております。そうした思いを胸に、私ども正和会議員は市民生
活の向上のため、一意専心、日々の議会活動や地域活動に邁進しております。
9月議会後は、議員研修や先進的な取り組みをしている自治体の視察を

行っております。少子高齢社会が進むなか、市が質の高い行政サービスを
持続可能なかたちで市民の皆様に提供し続けるためには何が必要か、また
さらに発展創造的な施策の展開に結び付く資源をどのように見出していく
か、研究してまいります。今後も引き続き、正和会一丸となって市政繁栄
のため力を尽くします。

これまで福生市議会では、タブレット端末の導入をはじめ
災害対応マニュアルの作成等様々な議会改革を行い、正和会
はその中心的な役割を果たしてまいりました。

令和 5年からは議会運営委員会（委員長 : 山崎貴裕）にお
いて各会派と共に多くの議論を重ねています。正和会議員が
提案した議会改革のテーマは以下の通りです。このうち①②
については、先進市である那須塩原市、会津若松市を視察し
ました。今後⑦⑧⑨なども含め、さらに議論してまいります。
④⑤⑥につてはカメラの更新液晶ディスプレイの増設など方
向性が定まり、市へ予算要望します⑩については福生市議会
政務活動費の手引きを7月に作成し決定しています。⑪につ
いては、特別な規定は設けず、これまでどおりクールビズ等
について定めている議会確認事項を参考に良識に基づいて判
断していくということで合意しました。

正和会は、議員の活動の見える化を進めています。その一環として各議員が議会で行った一般質問や委員会
などの議会活動等を市民の皆様にお伝えするため、街頭演説を定例会終了後、定期的に行うことといたしまし
た。7月及び 11月には、牛浜駅前及び福生駅前において行いました。

これまでは、議員個人が主催し、地域の方々にご参集いただき、町会の会館等で報告会を行ったり、あるい
は SNS による情報発信、活動報告書などの発行を行ってまいりました。そして会派としては、この「正和会
だより」の発行を行っていますが、街頭において市民の皆様に議員の生の声で活動内容をお伝えしようという
ことになりました。

様々な事情により、定例会終了後直ちに行うことが、ままならない場合がありますが、地道に継続してまい
りたいと思います。皆様よろしくお願いいたします。

正和会は、市議会議員の定数を、現行の19名から
18名に改正する議員定数条例の一部を改正する条例
案を提出し、可決されました。
議会改革について、今期は、令和5年10月の議会

運営委員会で、議会改革の検討項目を決め、その中で、
令和5年12月より福生市特別職報酬等審議会の開催
が予定されたことから、議員定数削減について、最優
先で検討すべく議論を重ねてきました。
令和5年度福生市特別職報酬等審議会の答申が出

され、そのなかには付帯意見として「議員定数削減の
検討を望みます」とありました。議員報酬の改定の議
論の一方で、議員定数削減を促す議論がほとんどでし
た。
正和会は当初、定数の削減については慎重な意見が

多く、削減には反対の意見を述べさせていただきまし
た。議員定数削減は、議会全体でみると、二元代表制
の一翼を担う議会の機能低下につながり、政策を含む
市政全体の意思決定にも影響が生じるものであり、各
自治体が同じように人口減少が進んでいたとしても、
それだけをとらえて行うべきでない等の理由からです。
しかしながら、私ども、正和会はご意見を真摯に受

け止め、議論を重ね諸般勘案し、議員定数1名削減
の18名という形で結論づけさせていただきました。

〈議会における多様性〉
全国市議会議長会では令和 4年 5月 25日に「多

様な人材の市議会への参画促進に関する決議」が採択
され、議会において多様性を反映させることは、議会
が形式だけではなく、その中身において、より良く機
能するために、最も重要な要素の一つであることが示
されました。
市議会議員の活動は、その一議員の「人格」全てを

かけて行われるものです。ここでいう「人格」とは、
一人の議員の、知能、感情、意思など、個人に宿る固
有の側面をもつ特性であり、経験から得た知識、知恵、

感性、スキル、意思の力、志などが、いわゆる多様性
につながるものだと考えます。このような個人に属す
る、固有のもの、他者が代替できないものが、定数を
1名削減することで、そこに宿る多様性が失われると
考えます。ですから減らせるだけ減らせばいいといっ
た議論には反対です。

〈なぜ18名なのか　委員会中心主義〉
さて、市民の方から「もっと減らせるのではないか?」

といったお声をいただくことがあります。また、他会
派からは17名の提案がありました。では、なぜ、正
和会は1名減の18名が良いと考えるのか。これにつ
いては、3つの常任委員会の委員数から適正であると
判断しました。
市議会は、委員会中心主義をとっています。委員会

での議論は非常に重要です。現在、福生市議会の 3
常任委員会の委員数は総務文教委員会 7名、市民厚
生委員会6名、建設環境委員会6名となっています。
定数18名の場合は3常任委員会とも6名になります。
そして、議員定数が17名の場合は、どこかの委員会
が 5名となります。5名のうち委員長が 1名、副委
員長1名と残りの3名で議論をすることになります。
経営学などでは、議論に適した人数は7名程度が適
当であると言われることが多いのですが、5名での委
員会運営は多様性の観点から考えても適当だとはいえ
ないのではないかと考えます。

〈今後について〉
これまでも議会改革については正和会が中心となり

積極的に推進してきました。タブレット端末の導入や
SNSによる情報発信など議員活動の透明性を図る取
り組み等々はその成果です。今後も議会運営委員会で
進められている議論を前に推し進め、一人一人のスキ
ルアップを図り、議会における多様性の反映や深い議
論につなげていきたいと考えます。

①議会基本条例の制定 議会の憲法。議会の在り方を明記し、
議会運営の原則や議会と市長との関
係、議会と議員の活動原則などを定
める条例

②政治倫理条例の制定 議員が活動する際に遵守すべき倫理
基準や行動基準を定めた条例

③市議会SNSの見直し 議会の情報発信（Facebook・X（旧：
Twitter）など）がより有効なものと
なるための見直し

④委員会の動画配信 重要な委員会における政策決定過程
の透明性を高める

⑤放送設備の更新 本会議等の様子を市民の皆さんによ
り分かりやすくするとともに、効率的
な議会運営をするための設備投資

⑥議会DX 将来を見据えた議会運営のより効
率・効果的な運営の検討

⑦議会報告会 議会活動の報告や市民と議員の情報
交換を行う場と機会の創設

⑧課題懇談会 様々な団体との意見交換を通じて政
策提言に結び付ける取り組み

⑨シチズンシップ教育 主権者として市民が政治に関心をも
ち、社会に参加しその役割を果たす
ための教育

⑩政務活動費 政策調査研究に使われた費用のルー
ルに基づく使途や内容の情報公開

⑪議員の服装 多様性、男女平等、環境、親しみや
すさ、良識などの観点からあるべき
服装について検討
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開
催
日
：�
令
和
６
年
５
月
27
日（
月
）

会　
場
：�
も
く
せ
い
会
館
３
階
ホ
ー
ル

福
生
市
市
生
会
（
注
１
）
と

正
和
会
議
員
と
の
懇
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
地
域
活
動
（
町

会
等
に
関
わ
る
組
織
団
体
）
の

問
題
点
、
課
題
に
つ
い
て
」
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
市
生
会
12
名
、
正

和
会
議
員
８
名
で
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
町
会
等
の

加
入
率
が
低
下
し
て
き
て
お
り
、

低
い
と
こ
ろ
で
は
15
％
を
切
っ

て
い
ま
す
。
高
い
と
こ
ろ
で
は

86
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
平
均
で
は

30
％
台
で
あ
り
厳
し
い
組
織
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
会
等
に
加
入
し

な
い
理
由
と
し
て
、
以
下
の
よ

う
な
意
見
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①�

こ
れ
ま
で
の
共
助
精
神
が
社

会
環
境
の
変
化
か
ら
、
希
薄

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

②�

広
報
ふ
っ
さ
に
情
報
等
は

載
っ
て
い
る
の
で
、
町
会
に

入
る
必
要
は
な
い
と
い
う
考

え
が
あ
る
。

③�

役
員
を
や
り
た
く
な
い
。
苦

労
を
す
る
だ
け
と
思
わ
れ
て

い
る
。

④�

町
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
と

聞
か
れ
る
。

⑤�

今
の
時
代
に
合
わ
な
い
と
言

わ
れ
る
。

⑥�

町
会
に
関
心
は
無
い
と
言
わ

れ
る
。

⑦�

町
会
の
風
土
や
事
業
が
若
者

等
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
こ

と
が
会
合
や
活
動
に
参
加
し

て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
他
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
、

英
語
教
育
の
更
な
る
充
実
及
び

現
在
の
レ
ベ
ル
の
見
え
る
化
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

即
効
性
の
あ
る
、
町
会
・
自

治
会
へ
の
加
入
に
対
す
る
答
え

は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、問
題・

課
題
の
共
有
や
行
政
に
対
す
る

意
見
な
ど
を
聞
く
事
が
で
き
ま

し
た
。

次
に
つ
な
が
る
第
１
回
目
と

し
て
、
意
義
あ
る
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

注
１
）
福
生
市
市
生
会
は
、
昭

和
46
年
４
月
に
発
足
さ
れ
た

町
会
長
経
験
者
Ｏ
Ｂ
の
組
織

で
す
。
今
日
ま
で
、
様
々
な

団
体
と
の
交
流
や
親
睦
、
地

域
社
会
の
問
題
点
等
に
つ
い

て
の
情
報
収
集
な
ど
を
行
っ

て
来
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
67
名
。

例
と
し
て
は
、
体
の
一
部
を
触

る
。
食
事
や
デ
ー
ト
に
執
拗
に

誘
う
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

セ
ク
ハ
ラ
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
相
手
が
拒
否
し
、
ま
た
は

嫌
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た

場
合
に
は
、
同
じ
言
動
を
決
し

て
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、「
男
は
仕
事
・
女

は
家
庭
」、「
男
は
主
要
な
業

務・女
は
補
助
的
業
務
」
な
ど
、

性
別
に
よ
る
無
意
識
な
思
い
込

み
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
）
に
つ
い
て
も
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
が

る
、
思
い
込
み
を
払
拭
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

議
会
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防

止
・
根
絶
す
る
た
め
の
条
例
の

制
定
や
決
議
・
宣
言
、
定
期
的

な
研
修
、
相
談
窓
口
の
設
置
、

調
査
、
対
応
措
置
の
手
続
き
、

ル
ー
ル
な
ど
の
明
確
化
も
効
果

的
で
す
。

議
員
は
市
民
の
負
託
を
受
け

た
代
表
者
で
あ
る
と
と
も
に
、

市
政
に
携
わ
る
権
能
や
責
務
を

有
し
福
祉
の
向
上
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
常

に
念
頭
に
置
き
、
高
い
倫
理
観

と
人
と
し
て
の
模
範
的
立
場
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
・
根
絶
に
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

開
催
日
：�

令
和
6
年
10
月
2
日（
水
）

会　
場
：�

ひ
の
で
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

議
員
研
修
で
は
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
・
根
絶
」
に
つ
い

て
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
等
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

ま
ず
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
は
、
職

務
に
関
す
る
優
越
的
な
関
係
を

背
景
と
し
て
行
わ
れ
る
、
業
務

上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
る
言
動
で
あ
っ
て
、
職
員
に

精
神
的
若
し
く
は
身
体
的
な
苦

痛
を
与
え
、
職
員
の
人
格
若
し

く
は
尊
厳
を
害
し
、
又
は
職
員

の
職
務
環
境
を
害
す
る
こ
と
と

な
る
よ
う
な
こ
と
を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
議
会
に
お
い
て
、
優

越
的
な
関
係
を
背
景
に
行
わ
れ

る
も
の
と
し
て
は
、
議
長
ま
た

は
議
員
と
議
会
事
務
局
職
員
の

関
係
や
議
員
と
執
行
部
職
員
の

関
係
、
議
員
と
議
員
（
役
職
・

会
派
内
の
立
場
・
当
選
回
数
な

ど
）
の
関
係
な
ど
が
あ
り
、
抵

抗
ま
た
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
蓋
然
性
が
高
い
関
係
を

背
景
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。パ

ワ
ハ
ラ
の
行
動
と
し
て

は
、
書
類
で
頭
を
叩
く
、
殴
っ

た
り
蹴
っ
た
り
す
る
、
人
格
を

否
定
す
る
よ
う
な
罵
詈
雑
言
を

浴
び
せ
る
。
自
分
の
意
に
沿
っ

た
発
言
を
す
る
ま
で
怒
鳴
り
続

け
た
り
、
自
分
の
ミ
ス
を
有
無

を
言
わ
さ
ず
責
任
転
嫁
し
た
り

す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

議
員
が
職
員
に
対
し
て
、
感

情
的
、
威
圧
的
、
攻
撃
的
に
対

応
し
た
場
合
や
相
手
の
人
格
を

否
定
す
る
よ
う
な
言
動
、
私
的

な
こ
と
を
強
要
す
る
事
な
ど
は

パ
ワ
ハ
ラ
に
な
り
得
ま
す
。

こ
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
議
員
と
職
員
、
議
員
と

議
員
は
、
あ
く
ま
で
対
等
な
立

場
で
あ
り
、
お
互
い
の
人
格
を

尊
重
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る

こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
議
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
失
う
場

合
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
議
員

と
し
て
の
信
用
、
地
位
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

次
に
セ
ク
ハ
ラ
と
は
、
職
場

や
職
場
外
に
お
い
て
、
職
員
が

他
者
を
不
快
に
さ
せ
る
性
的
な

言
動
な
ど
で
あ
り
、
ス
リ
ー
サ

イ
ズ
を
聞
く
な
ど
身
体
的
特
徴

を
話
題
に
す
る
こ
と
や
身
体
を

執
拗
に
眺
め
回
す
こ
と
な
ど
性

的
な
行
動
を
い
い
ま
す
。

更
に
、
セ
ク
ハ
ラ
の
該
当
事

開
催
日
：�

令
和
6
年
10
月

17
日（
木
）・18
日（
金
）

会　
場
：�

ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ

　
　
　
　

�（
兵
庫
県
姫
路
市
）

テ
ー
マ
：�

健
康
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

�

～
市
民
の
一
生
に
寄
り
添
う
都
市
政
策
～

福
岡
仲
一
氏
の
講
演
で
は
、

「
動
的
平
衡
」
と
は
、
自
ら
を

壊
し
、
ま
た
そ
れ
を
作
り
直
す

こ
と
で
、
な
ん
と
か
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が

生
命
体
の
特
徴
で
、
そ
し
て
、

生
命
と
は
手
・
足
・
胴
体
・
頭

開
催
日
：�

令
和
6
年
10
月
16
日（
水
）

会　
場
：�

伊
丹
市
役
所

伊
丹
市
が
推
進
す
る
「
安
全�

･

安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ミ
マ
モ
ル
メ
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
伊
丹
市
が
阪
急

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

と
官
民
連
携
協
定
を
締
結
し
、

市
民
の
安
全･

安
心
を
確
保
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
内
１
２
０
０
箇
所
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
24
時
間
体
制

に
よ
る
治
安
向
上
を
目
指
す
も

の
で
す
。
ま
た
子
供
と
高
齢
者

な
ど
が
ビ
ー
コ
ン
発
信
器
を
持

つ
事
に
よ
り
、
位
置
情
報
通
知

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
対
象
者
の

福
生
市
市
生
会
と
正
和
会

と
の
懇
談
会
を
開
催

第
86
回
全
国
都
市
問
題

会
議
報
告

西
多
摩
地
区
議
長
会

議
員
研
修
会

兵
庫
県
伊
丹
市

行
政
視
察
報
告

あ
る
い
は
臓
器
と
い
っ
た
「
部

品
」
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
、
プ

ラ
モ
デ
ル
み
た
い
な
も
の
で
あ

る
と
い
う
見
方
、
考
え
方
は
、

印
象
的
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
更
に
医
療

や
技
術
が
進
み
、
体
の
一
部
が

壊
れ
て
も
、
悪
く
な
っ
て
も
、

あ
る
い
は
古
く
な
っ
て
も
、
体

の
一
部
を
「
部
品
」
の
よ
う
に
取

り
換
え
、
生
き
な
が
ら
え
る
時

代
が
更
に
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
少
し
で
も

長
く
健
康
で
あ
り
続
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

我
が
国
の
平
均
寿
命
は
２
０�

２
３
年 

男
性
81
・
09
歳
、
女

性
87
・
14
歳
（
厚
生
労
働
省
Ｈ

Ｐ
）
で
あ
る
が
、
健
康
寿
命
は

２
０
１
６
年 

男
性
72
・
16
歳
、

女
性
74
・
79
歳
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
（
居
心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
ま

ち
な
か
）
な
ま
ち
づ
く
り
や
こ

れ
ま
で
の
人
口
増
加
や
都
市
づ

く
り
の
「
メ
タ
ボ
」
か
ら
、
人

口
減
少
や
都
市
構
造
の
体
質
改

善
へ
の
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
を
図

る
こ
と
が
健
康
な
生
命
体
へ
と

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

ま
た
、
都
市
そ
の
も
の
を
健

康
に
す
る
た
め
に
は
、
失
わ
れ

た
緑
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
も
有
効
で
あ
り
、
環
境

価
値
や
資
産
価
値
を
高
め
た
事

例
も
あ
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
市
民
の

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
の
講
演
内
容
に
非
常

に
共
感
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
肺
炎
の
中
で
多

い
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
を
、「
歌

う
こ
と
が
嚥
下
機
能
向
上
に
効

果
的
で
あ
る
」
と
の
調
査
結
果

は
、
健
康
づ
く
り
の
即
効
性
と

推
進
し
や
す
い
取
り
組
み
の
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
健

康
づ
く
り
に
お
い
て
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り

と
重
な
っ
て
い
る
。
元
気
人
口

を
増
や
す
こ
と
が
自
治
体
の
持

続
可
能
性
を
高
め
て
い
く
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
数
が
減
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

登
校
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

発
達
障
害
の
診
断
数
も
増
え
て

い
る
。
こ
れ
は
、
様
々
な
ス
ト

レ
ス
か
ら
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
原
因
で
あ
る
。
と
の
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら
の
説
明
は
、
確
か
な

一
要
因
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

食
を
切
り
口
と
し
て
、
一
人

一
人
の
望
む
健
康
を
支
援
し
て

い
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
取

り
組
み
も
あ
り
、
当
市
に
お
い

て
も
、
食
か
ら
の
健
康
を
考
え

て
い
た
だ
け
る
方
の
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
た
い
と
考
え
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
講
師
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
パ
ネ
リ
ス
ト

の
意
見
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
が

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
、
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
と
健
康
は
一

体
で
あ
る
こ
と
を
発
見
・
再
認

識
し
た
会
議
で
し
た
。

今
回
の
会
議
内
容
を
今
後
の

福
生
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
と
健

康
づ
く
り
」
の
参
考
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。

居
場
所
を
把
握
す
る
な
ど
、
安

全
・
安
心
の
見
守
り
活
動
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
市
民
意
識
調

査
で
は
、
伊
丹
市
民
の
87
・
6

パ
ー
セ
ン
ト
が「
住
み
や
す
い
」

と
感
じ
、
76
・
9
パ
ー
セ
ン
ト

が
「
住
み
続
け
た
い
」
と
回
答

し
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て

こ
の
施
策
が
市
民
の
安
心
感
や

満
足
度
に
大
き
く
寄
与
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
夜
間
の
治
安
や
通
勤

･

通
学
、
子
育
て
に
対
し
て
市

民
が
高
評
価
を
し
て
お
り
、
安

全･

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
が
奏
功
し
て
い
る
印
象
を
受

け
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
伊
丹
市
に

限
定
さ
れ
ま
す
が
、
隣
接
す
る

自
治
体
へ
の
働
き
か
け
を
通
じ

て
、
見
守
り
の
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
更
な
る
安

全･

安
心
な
地
域
づ
く
り
が
進

む
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。一

方
、
街
の
広
さ
に
対
す
る

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
比
率
は
福

生
市
と
さ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ビ
ー
コ
ン
受

信
機
の
設
置
に
は
高
額
な
コ
ス

ト
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
伊

丹
市
と
同
様
な
施
策
を
福
生
市

に
導
入
し
よ
う
と
し
た
場
合
、

コ
ス
ト
面
を
含
め
た
十
分
な
検

討
が
必
要
で
す
。

正
和
会
で
は
、
今
回
の
視
察

内
容
を
市
民
の
安
全･

安
心
へ

の
取
り
組
み
の
参
考
と
し
て
ま

い
り
ま
す
。


